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 左から
　高山　　健　コーチ
　庄司　祐介　代表
　佐藤　聖記　コーチ（武大４年生）
　中島　慎介　コーチ

【
カ
マ
ラ
ッ
サ
勝
浦
Ｆ
Ｃ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
団
体
で
す
か
？
】

 　
小
学
生
を
対
象
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

で
、
サ
ッ
カ
ー
活
動
を
中
心
と
し
た
少
年
ス

ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。
対
象
地
域
は
決
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
所
属
し
て
い
る
小
学
生
は
、
勝

浦
市
、
御
宿
町
、
大
多
喜
町
か
ら
来
て
い
ま

す
の
で
、
夷
隅
郡
内
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た

い
子
ど
も
た
ち
が
来
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
選
手
の
人
数
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

で
49
名
、
そ
の
内
６
名
が
女
子
選
手
で
す
。

指
導
者
は
６
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
２
年
に
設
立
し
、
15
年
目
に
な
り

ま
す
。チ
ー
ム
名
の
カ
マ
ラ
ッ
サ
の
意
味
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
カ
マ
ラ
ー
ダ
と
ハ
ッ
サ
を

組
み
合
わ
せ
て
、同
じ
気
持
ち
（
同
志
）
で
、

闘
う
と
い
う
意
味
の
造
語
で
す
。

　
練
習
日
は
、
平
日
１
日
夜
間
に
元
興
津
中

学
校
体
育
館
で
２
時
間
と
、
土
日
の
午
前
中

３
時
間
、
屋
外
３
箇
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
学

年
別
に
練
習
し
て
い
る
状
態
で
す
。試
合
は
、

千
葉
県
内
を
中
心
と
し
て
、
県
北
か
ら
県
南

の
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
サ
ッ
カ
ー
活
動
以
外
に
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
】

 　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
毎
年
参
加

し
、
地
域
の
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る

と
い
う
こ
と
を
、
意
識
付
け
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、青
少
年
相
談
員
、

商
工
会
青
年
部
の
イ
ベ
ン
ト
や
鳴
海
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
、
国
際
武
道
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
が

主
催
す
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
人
と
し
て
ど
の

市
全
体
を
見
る
中
で
、
も
う
少
し
身
近
な
所
に
顔
を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

カマラッサ
勝浦ＦＣ育成部

と
市議会

　特集記事第 11 弾は、カマ
ラッサ勝浦ＦＣ育成部の皆さ
んとの対談です。
　さて、今回はどのような意
見が飛び出すでしょうか？
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よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
ど
う
い
う
人
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

も
、
育
成
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
で
た
い
へ
ん
な
こ
と
は
？
】

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
、
現
在
学
生

コ
ー
チ
が
一
人
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
学
生
は
卒
業
後
、
地
元
に
戻
っ
て
し
ま

う
人
が
多
い
の
で
、
社
会
人
コ
ー
チ
し
か
居

な
く
な
っ
て
く
る
と
、
指
導
者
の
人
数
と
い

う
と
こ
ろ
で
厳
し
い
現
状
で
す
。
国
際
武
道

大
学
が
あ
る
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
に
興

味
の
あ
る
学
生
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
あ
り

が
た
い
で
す
。

【
皆
さ
ん
が
考
え
る
こ
の
地
域
の
課
題
は
何

で
す
か
？
】　

　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
で
き
る
環
境
を
整

備
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
元
北
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
市
も
整
備
を
考
え
て
動
き

出
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も
達
の
交
流

も
増
え
、
も
っ
と
よ
り
よ
い
勝
浦
に
な
っ
て

い
く
の
か
な
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館

で
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
が
夜
間
に
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
活
動
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

【
地
域
活
性
化
の
た
め
に
考
え
て
い
る
事
業

は
あ
り
ま
す
か
？
】

　
保
育
園
児
等
に
対
し
て
、
無
料
の
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
を
年
間
数
回
、開
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
年
代
の
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
、
い
ろ
ん
な

地
域
か
ら
集
ま
る
こ
と
で
交
流
で
き
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
他
の
地
域
の
子
ど
も
と
友

達
作
り
が
で
き
た
り
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
保
護

者
の
方
に
も
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
と
と
も

に
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
子

ど
も
が
増
え
て
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
は
、
サ

ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。　

　
そ
れ
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ
テ
ク
ノ
株
式
会

社
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、年
に
１
回
、

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
・
食
・
ス
ポ
ー
ツ
が

一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
熱
血‼
勝
浦

タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
や
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
等
も
出

店
し
て
い
ま
す
。

【
市
議
会
や
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
望
む
事

は
？
】

　
学
生
生
活
の
日
常
の
中
で
、
お
会
い
す
る

機
会
や
、
接
点
が
な
く
て
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
な
か
っ
た
。「
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
な
と
か
、ど
ん
な
人
な
の
か
な
」
と
い
う
、

こ
う
い
う
場
が
初
め
て
な
の
で
。

　
市
の
全
体
を
見
た
上
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
対
し
て
、
市
に
要
望
等
を
議
会
の
場
を
使

っ
て
お
話
し
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
勝
浦
の
財
産
で
あ
る
子
ど

も
達
が
ス
ポ
ー
ツ
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

環
境
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
見
に
き
て
も

ら
い
た
い
な
と
、
そ
う
い
う
活
動
を
見
て
も

ら
っ
て
、
勝
浦
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
も
ら

い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
、
こ
の
よ
う
に
我
々
と
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
だ
け
で
も
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で

す
し
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
た
い
な
と
、
そ
の
中
で
、
い
ろ
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
市
内
に
あ
る
こ
と
を
、
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
全
体
を

見
る
中
で
、
全
然
接
点
が
無
か
っ
た
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
身
近
な
所
に
顔
を

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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市議３期目・無所属　６４歳
副議長、監査委員、議会運営
委員会副委員長などを歴任

市議４期目・無所属　６８歳
教育民生常任委員会委員長

同委員会副委員長、総務文教
常任委員会委員長などを歴任

　

平
成
29
年
5
月
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
岩
瀬
洋
男

氏
、
副
議
長
に
土
屋　

元
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
議
会
運
営

委
員
、
各
常
任
委
員
等
が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

委員会名 委員長 委　員　名 所管事項

議 会
運 営 委 員 会

（８人）

○鈴木　克已
　黒川　民雄
　土屋　　元
　丸　　　昭

磯野　典正
末吉　定夫
寺尾　重雄

・議会の運営に関する事項
・議会の会議規則、委員会に関する条例等

に関する事項
・議長の諮問に関する事項

総 務 文 教
常 任 委 員 会

（８人）

○照川由美子
　鈴木　克已
　寺尾　重雄
　丸　　　昭

黒川 　民雄
土屋　　元
藤本　　治

・総務課、企画課、財政課、税務課、市民
課及び会計課の所掌に属する事項

・選挙管理委員会及び監査委員の所掌に属
する事項

・教育委員会の所掌に属する事項
・議会事務局の所掌に属する事項
・他の常任委員会の所管に属しない事項

産 業 厚 生
常 任 委 員 会

（８人）

○戸坂　健一
　岩瀬　義信
　佐藤　啓史
　松崎　栄二

岩瀬　洋男
久我　恵子
高梨　弘人

・介護健康課、福祉課、生活環境課、清掃
センター、都市建設課、農林水産課、観
光商工課、勝浦診療所及び水道課の所掌
に属する事項

・農業委員会の所掌に属する事項
・税務課課税係・徴収班（国民健康保険税、
　後期高齢者医療保険料及び介護保険料に
　限る。）の所掌に属する事項
・市民課国保年金係の所掌に属する事項

議 会 報 
編 集 委 員 会

（７人）

○戸坂　健一
　高梨　弘人
　照川由美子

佐藤　啓史
土屋　　元
藤本　　治

・議会報の編集、発行に関する必要な事項
　について協議する

議
長
、
副
議
長
及
び

　 
委
員
会
委
員
を
選
出

岩瀬 　洋男  議長土屋　  元  副議長

○副委員長新しく決まった委員会の委員

松崎　栄二

磯野　典正

末吉　定夫

久我　恵子
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各常任委員会等の活動報告

勝浦市議会議員政治倫理審査会

総務文教常任委員会

議案第 32 号　平成２９年度一般会計予算の審査にあたり、
勝浦中学校及び勝浦小学校の現地視察を行いました。
歳出予算の内　９款　教育費　小学校費・中学校費　管理運営経費　工事請負費について

　平成 29 年５月４日の寺尾重雄前議長逮捕により、勝浦市議会は、５月 10 日に勝浦市議会議員政治
倫理規程に基づく政治倫理審査会を設置し、委員 7名により審査を重ねてきました。その結果、政治
倫理規程第３条の政治倫理規準に対して違反する行為があったと全員一致で確認し、同７条第２項の
１号の規定による警告と共に、誓約書の提出を求めることを決議し、６月 12 日に議長に審査結果報告
がされました。これを受け岩瀬洋男議長より６月 13 日付けにて寺尾前議長に対し警告書を発し、６月
16 日に謝罪とともに規程第３条による政治倫理基準を遵守し、今後もより一層、勝浦市のために努力
するとの誓約書が提出されました。

　勝浦市議会議員政治倫理規程
第３条　議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。
　（１）市民の代表者としてその品位と名誉を害するような一切の行為、また社会規範に反するような
　　　一切の行為を慎み、その職務に関し、不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしないこと。

　総務文教常任委員会に付託され、審査にあ
たり勝浦中学校（自家用電気工作物維持補修
工事）及び勝浦小学校（防護柵設置工事）の
現地視察を行いました。　
　最終日の本会議において、総務文教常任委
員長からの審査結果報告後、採決を行い、全
会一致により「可決」となりました。

現地視察の様子（勝浦小学校敷地内防護柵設置計画現場）

政治倫理審査会委員
　委員長：末吉　定夫　　副委員長：佐藤　啓史　
　委員：　岩瀬　義信　　黒川　民雄　　土屋　元　　松崎　栄二　　丸　　　昭　
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平
成
29
年
６
月
定
例
会 

審
議
結
果

◯
６
月
定
例
会
議　

会
期　

６
月
６
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で　

11
日
間

勝
浦
市
議
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

◎
全
会
一
致　
　

○
賛
成
多
数　
　

×
賛
成
少
数

　

議
会
報
で
は
、
審
議
さ
れ
た
全
て
の
議
案
の
中
か
ら
市
民
生
活
と
深
く
係
わ
る
議
案
を
い
く
つ

か
取
り
上
げ
て
重
点
的
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
審
議
さ
れ
た
全
議
案
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

結　

果

議
案
番
号

件　
　
　

名

可
決
○

議
案
第
31
号

勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

可
決
◎

議
案
第
32
号

平
成
29
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

可
決
◎

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

採
択
◎

請
願
第
２
号
「
国
に
お
け
る
平
成
30
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に

関
す
る
請
願

採
択
◎

請
願
第
３
号
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す

る
請
願

結　

果

議
案
番
号

件　
　
　

名

可
決
◎

発
議
案
第
３
号
国
に
お
け
る
平
成
30
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

可
決
◎

発
議
案
第
４
号
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

●
審
議
案
件
一
覧

●
議
員
提
出
議
案

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
１

勝
浦
市
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
が

決
ま
り
ま
し
た
！

議
案
第
三
十
二
号

平
成
二
十
九
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

６
月
議
会
補
正
予
算
に
て
、
災
害
対
策
費
・
防
災
ア
プ
リ

整
備
・
管
理
事
業
と
し
て
７
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
後
様
々
な
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
正
確
な
防
災
情
報
や
役
に
立
つ
情
報
を
い

ち
早
く
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
勝
浦
市
独
自
の
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
向
け
防
災
ア
プ
リ
を
作
成
配
布
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
ア
プ
リ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
災
害

時
携
帯
基
地
局
の
故
障
時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
オ
フ
ラ
イ

ン
機
能
を
充
実
し
た
ア
プ
リ
に
す
る
必
要
性
や
、
津
波
予
測

情
報
な
ど
勝
浦
市
独
自
の
機
能
も
添
付
す
べ
き
で
は
と
い
う

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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●トピックス　その２
国民健康保険税条例の一部改正
原案を賛成多数で可決（賛成１４、反対１）
議案第３１号　勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
改正のポイントは、①国保税の軽減判定所得の引上げと
②４方式で行っている賦課方式の変更（下表のとおり）

原案に賛成　佐藤啓史議員
《賛成の理由その１》
　５割軽減、２割軽減の軽減措置の拡充で、低所得者
の負担軽減が図られる。なお財源は、全額補てんされる。
《賛成の理由その２》
　国保税の賦課方式を、県内各市と同様に資産割を廃
止するもので、低所得者層では概ね負担軽減となる。
　反対者が指摘する全額を所得割とした場合には、国
保基盤安定負担金である約 9,000 万円の補てん財源が
無くなり、中間所得者層では、３０万円以上の負担増
となる。このような制度では加入者に到底受け入れら
れない。あまりにも無責任な主張である。むしろ世帯
人数が多い子育て世代では負担増となるが、本会議に
おいて子育て支援施策の充実を図るとの答弁をいただ
いている。

原案に反対　藤本　治議員
　これは現行４方式で行っている
賦課方式を見直して資産割を廃止
し、1,422 万円と見込まれる減収
分のすべてを一人当たり１割増の
3,700 円の均等割の増額で賄おうと
する条例改正です。
　議案は、資産割という応能負担を
均等割という応益負担にそっくり
切り替えようとするものです。憲
法が要請する応能負担の原則を蹂
躙するものであり反対です。
　資産を持たない多子世帯には、と
んでもない大増税になってしまい
ます。

区　　分 現　行 改正 ( 案 ) 比　較

医療給付費分

所得割 ７．４％ ７．４％ 増減なし

資産割 １０．０％ ０．０％ 廃　　止

均等割 ２３，４００円 ２６，３００円 ＋２，９００円

平等割 ２１，６００円 ２１，６００円 増減なし

限度額 ５４０，０００円 ５４０，０００円 増減なし

後期高齢者
支援金分

所得割 ２．０％ ２．０％ 増減なし

資産割 １．５％ ０．０％ 廃　　止

均等割 ６，０００円 ６，４００円 ＋４００円

平等割 ６，６００円 ６，６００円 増減なし

限度額 １９０，０００円 １９０，０００円 増減なし

介護納付金分

所得割 ２．４％ ２．４％ 増減なし

資産割 １．５％ ０．０％ 廃　　止

均等割 ８，４００円 ８，８００円 ＋４００円

平等割 ７，２００円 ７，２００円 増減なし

限度額 １６０，０００円 １６０，０００円 増減なし
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6
月
8
日
・
9
日
の
2
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

6 月 8 日
髙
梨
弘
人　

議
員

①
国
際
武
道
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て　
　
　
　

      

②
市
内
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

③
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

照
川
由
美
子　

議
員

①
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て　
　
　
　

     

②
教
育
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

③
子
育
て
環
境
づ
く
り
と
閉
校
施
設
の
防
災
備
蓄
に
つ
い
て

佐
藤
啓
史　

議
員

①
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て　

    

②
文
化
財
に
つ
い
て

藤
本　

治　

議
員

①
改
憲
と
共
謀
罪
へ
の
態
度
に
つ
い
て

②
就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て

③
小
中
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

④
学
習
指
導
要
領
改
定
に
と
も
な
う
今
後
の
変
化
に
つ
い
て

⑤
税
等
を
滞
納
し
た
市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て

⑥
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
つ
い
て

6 月 9 日
戸
坂
健
一　

議
員

①
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て                                                                              

②
国
際
化
の
推
進
に
よ
る
異
文
化
交
流
の
実
現
、
国
際
友
好
都
市

の
締
結
に
つ
い
て

鈴
木
克
己　

議
員

①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て    

②
健
康
づ
く
り
と
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

③
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

●
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
３

　
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
中
央
保
育
所
仮
設
園
舎
整
備
の
推
進
！

議
案
第
三
十
二
号
　
平
成
二
十
九
年
度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
児
童
福
祉
費
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

に
係
る
中
央
保
育
所
仮
設
園
舎
整
備
工
事
費
と
工
事
管
理
業
務
委
託
料
が

計
上 

さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
設
園
舎
は
元
勝
浦
若
潮
高
校
の
Ｂ
棟
一
階
に
整
備
さ
れ
、
工
事
期
間

は
本
年
八
月
か
ら
三
十
年
三
月
ま
で
の
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
認
定
こ
ど

も
園
竣
工
の
三
十
一
年
秋
ま
で
仮
設
園
舎
で
の
保
育
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

室
内
外
の
広
さ
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
園
児
に
あ
わ
せ
た
ト
イ
レ
等
を
設

置
、
中
庭
を
園
庭
に
改
修
し
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
七
千
八
百
五
十
七
万
七
千
円

　
　

○
業
務
委
託
料
三
百
五
十
七
万
七
千
円

　

○
中
央
保
育
所
仮
設
園
舎
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
千
五
百
万
円

　
　

・
建
物
改
修
面
積　

約
一
千
四
百
㎡

　
　

・
園
庭
整
備
面
積　

約
一
千
二
百
㎡

元若潮キャンパスＢ棟写真

89



ＡＡ Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ Ａ Ａ

ＡＡＡ

ＡＡＡＡ

ＱＱ Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ

Ｑ Ｑ

ＱＱＱ

ＱＱＱＱ

髙梨弘人議員

照川由美子議員

『
地
域
活
性
化
』に

つ
い
て

国
際
武
道
大
学
と
の

連
携
に
つ
い
て

市
内
の
公
園
整
備
に

つ
い
て

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て

健
康
遊
具
の
設
置
に
つ

い
て
高
齢
者
を
は
じ
め
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
が
利

用
で
き
る
遊
具
の
設
置
が

必
要
と
考
え
ま
す
が

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

と
い
う
市
の
目
標
が
あ
り

ま
す
の
で
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

買
い
物
困
難
者
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

路
線
バ
ス
の
乗
車
運
賃

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
料
金

の
割
引
等
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

来
年
市
制
六
十
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

記
念
行
事
の
開
催
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

も
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

元
興
津
中
学
校
と
元
北

中
学
校
の
再
活
用
計
画
は
？

元
興
津
中
は
校
舎
を
改

修
し
学
習
や
交
流
が
で
き
る

新
し
い
集
会
所
と
し
て
整

備
、
元
北
中
は
体
育
館
を
除

く
既
存
施
設
を
解
体
撤
去
し

野
球
場
等
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

市
の
活
性
化
に
向
け
た

観
光
協
会
の
体
制
は
？

本
年
度
中
に
一
般
社
団

法
人
化
を
進
め
、
企
画
運
営

力
の
強
化
を
図
り
、
よ
り
よ

祭
礼
に
お
け
る
連
携
に

つ
い
て地

元
区
が
直
接
大
学
に

参
加
依
頼
す
る
事
は
可
能
と

思
わ
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

参
加
を
促
す
こ
と
は
難
し
い
。

災
害
時
に
お
け
る
連
携

に
つ
い
て

今
後
、
大
学
と
の
連
絡

協
議
に
お
い
て
、
災
害
時
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

構
築
に
向
け
た
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
お
け
る

連
携
に
つ
い
て

学
生
た
ち
の
消
防
や
火

災
に
対
す
る
意
識
調
査
等
を

踏
ま
え
て
検
討
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

け
る
連
携
に
つ
い
て

今
後
も
地
域
社
会
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
よ
り

一
層
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。産

官
学
連
携
事
業
Ｃ
Ｏ

Ｃ
プ
ラ
ス
に
つ
い
て

地
方
に
お
け
る
魅
力
あ

る
就
職
先
の
創
出
・
開
拓
と
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育

成
の
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
に
取
り
組
む
事
業

と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

一
日
子
供
を
遊
ば
せ
て

い
て
も
飽
き
な
い
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
充
実
し
た
遊
具
の

あ
る
公
園
を
作
り
ま
せ
ん
か

利
用
状
況
に
適
し
た
遊

具
の
選
定
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
跡
地
や
空
き
地
を

活
用
し
た
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
運
動
場
が
必
要
と
考
え

ま
す
が市

民
は
も
ち
ろ
ん
、
市

外
の
多
く
の
方
々
に
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
観
光
商
品
を
開
発
出
来
る

組
織
を
め
ざ
し
、
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

勝
浦
中
学
校
の
統
合
後

の
現
状
と
課
題
、
環
境
整
備

へ
の
取
り
組
み
は
？

い
じ
め
対
策
会
議
を
毎

週
開
催
、早
期
発
見
に
努
め
、

専
門
機
関
と
も
連
携
中
。

部
活
動
で
は
専
門
指
導
者
の

確
保
が
課
題
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
等
校
舎
内
外
の
安
全

整
備
、ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
新
規
補
充
な
ど
に

努
め
ま
す
。

小
学
校
の
新
た
な
教
育

課
題
へ
の
対
応
は
？

三
年
後
導
入
さ
れ
る

「
外
国
語
科
」
の
指
導
内
容

や
、
来
年
度
か
ら
実
施
の
道

徳
の
評
価
等
、
職
員
研
修
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

勝
浦
市
教
育
委
員
会
に

は
指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
新
た
な
教
育
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
必

要
と
思
い
ま
す
が
？

様
々
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
、
今
後
配
置
に
向

け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

本
市
の
学
童
保
育
の
状

況
と
対
策
は
？

か
つ
う
ら
第
一
放
課
後

ル
ー
ム
で
二
名
の
待
機
以
外

は
定
員
内
で
す
が
、
拡
充
を

検
討
し
て
お
り
、
幼
稚
園
の

一
室
を
放
課
後
ル
ー
ム
と
し

て
増
設
す
る
方
針
で
す
。

子
ど
も
が
居
る
施
設
の

災
害
用
備
蓄
水
は
？

突
然
の
断
水
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
幼
稚
園
と
三

保
育
所
に
備
蓄
水
を
常
備
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

放課後ルーム

『
教
育
課
題
』に
つ
い
て

『
子
育
て
環
境
』に
つ
い
て

9



ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ｑ
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
と
今
後
の
設
置
計
画
は
？

市
全
体
で
25
ヶ
所
設
置

し
て
い
る
。
今
年
度
は
西
原

交
差
点
、
市
野
郷
交
差
点
、

勝
浦
中
学
校
入
口
２
ヶ
所
及

び
墨
名
市
営
駐
車
場
の
ト
イ

レ
付
近
の
５
ヶ
所
に
設
置
予

定
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も

の
安
全
対
策
の
観
点
か
ら

も
、
市
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
を
再
度

提
案
す
る
。
併
せ
て
「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
の
貼
り
付

け
も
提
案
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

重
点
を
置
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル

行
政
府
の
長
が
期
限
を

区
切
っ
て
９
条
を
変
え
ろ
と

号
令
を
か
け
る
の
は
、
憲
法

99
条
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

内
閣
総
理
大
臣
で
は
な

く
自
民
党
総
裁
と
し
て
発
言

し
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。

①
文
科
省
は
要
保
護
者

に
対
す
る
就
学
援
助
の
新
入

生
学
用
品
費
を
今
年
度
か
ら

約
２
倍
の
４
万
円
余
り
に
引

き
上
げ
た
が
、
準
要
保
護
者

に
対
し
て
市
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
②
文
科
省
は
小
・

中
学
校
入
学
前
の
支
給
を
可

能
に
し
た
が
、
市
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。
③
制
度
の
活

用
を
さ
ら
に
促
す
た
め
の
方 藤本治議員

子
ど
も
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

改
憲
と
共
謀
罪
へ
の

態
度

学
習
指
導
要
領
改
定
に

と
も
な
う
今
後
の
変
化

税
等
を
滞
納
し
た
市
民
へ
の

対
応
に
つ
い
て

就
学
援
助
の
拡
充

小
中
学
校
の
施
設
整
備

佐藤啓史議員

に
つ
い
て
は
、
犯
罪
抑
止
上

有
効
で
あ
る
と
考
え
、
業
務

上
支
障
の
な
い
公
用
車
に
貼

り
付
け
犯
罪
抑
止
に
努
め
た

い
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

所
及
び
放
課
後
ル
ー
ム
で
の

防
犯
対
策
は
？
ま
た
不
審
者

対
応
の
訓
練
の
実
施
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
？

学
校
と
幼
稚
園
で
は
、

不
審
者
対
応
の
訓
練
を
年
に

１
度
実
施
し
て
い
る
。
保
育

所
、
放
課
後
ル
ー
ム
に
つ
い

て
は
入
口
の
門
扉
を
閉
鎖

し
、
玄
関
扉
に
施
錠
す
る
な

ど
、
不
審
者
の
侵
入
抑
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は

最
善
の
方
法
を
検
討
し
た

い
。

①
国
、
県
、
市
指
定
の

文
化
財
の
数
は
？
②
文
化
財

審
議
会
の
活
動
内
容
は
？

③
市
指
定
文
化
財
の
指
定
の

根
拠
は
？
④
文
化
財
の
保

全
・
保
護
の
た
め
の
支
援
策

策
は
。①

準
要
保
護
世
帯
へ
も

本
年
４
月
か
ら
同
様
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。
②
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
③
今
年

度
は
、
年
度
途
中
で
の
制
度

の
周
知
に
つ
い
て
工
夫
し
た

い
。

①
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
必
要
性
を
ど
う

考
え
る
か
。
②
和
式
か
ら
洋

式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
の
現
状

は
。

①
教
室
等
の
室
温
を
計

測
し
状
況
の
把
握
に
努
め
た

い
。
②
平
成
22
年
度
に
小
中

学
校
の
各
フ
ロ
ア
に
洋
式
便

器
を
１
台
ず
つ
設
置
し
ま
し

た
。

①
小
学
校
で
来
年
か
ら

始
ま
る
道
徳
で
は
何
を
ど
う

評
価
す
る
の
か
。
②
英
語
を

来
年
か
ら
先
行
実
施
し
た
い

と
い
う
が
、誰
が
や
る
の
か
。

は
？
⑤
文
化
財
の
活
用
策

は
？
⑥
文
化
財
に
対
す
る
市

民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
や

児
童
生
徒
へ
の
教
育
に
つ
い

て
市
の
見
解
は
？

①
国
指
定
12
件
、
県
指

定
８
件
、
市
指
定
22
件
。

②
文
化
財
所
在
情
報
の
収

集
、
選
定
、
内
容
の
確
認
等

で
あ
る
。
③
文
化
財
審
議
会

に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
、

指
定
し
て
い
る
。
④
必
要
に

応
じ
て
補
助
金
を
交
付
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
⑤
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
へ
の
紹
介
や
勝
浦
３
町
の

祭
り
屋
台
の
披
露
を
行
っ
て

い
る
。⑥「
歴
史
探
訪
」や「
市

民
歴
史
散
歩
」
を
実
施
し
て

い
る
。

①
数
値
に
よ
る
評
価
で

は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
こ

と
。
相
対
評
価
で
は
な
く
、

い
か
に
成
長
し
た
か
の
個
人

内
評
価
で
行
う
。
②
平
成
32

年
度
の
全
面
実
施
に
向
け

て
、
来
年
は
そ
の
う
ち
の
一

部
の
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。

滋
賀
県
野
洲
市
で
は
税

等
の
滞
納
を
生
活
困
窮
者
の

シ
グ
ナ
ル
と
捉
え
、
各
課
の

連
携
に
よ
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
生
活
再
建
を
支
援
し
て
い

る
。
こ
れ
に
大
い
に
学
ぶ
べ

き
。

課
の
垣
根
を
越
え
て
福

祉
へ
の
紹
介
な
ど
の
連
携
は

と
っ
て
い
る
。

勝
浦
小
歩
道
ト
ン
ネ
ル
の

防
犯
カ
メ
ラ

改修された上野小学校
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ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
開

催
に
向
け
た
合
宿
地
等
の
誘

致
活
動
に
つ
い
て
、
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
武
道
大
学
と
連
携

し
、
同
大
学
の
オ
リ
・
パ
ラ

支
援
課
と
の
意
見
交
換
や
庁

内
検
討
委
員
会
と
の
協
議
を

行
う
と
共
に
、
市
内
団
体
や

学
校
と
も
連
携
し
事
前
キ
ャ

ン
プ
実
施
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
柔
道

連
盟
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
よ
り
、
日
本
で
の
国
際

試
合
に
お
け
る
キ
ャ
ン
プ
の

設
置
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　
国
際
武
道
大
学
と
の
連
携

２
期
目
の
今
後
２
年
間

に
お
け
る
主
体
的
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
。

４
本
の
柱
を
中
心
施
策

と
し
て
推
進
す
る
。

１
．
産
業
振
興
、企
業
誘
致
、

就
業
支
援
。
２
．
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
。
３
．

子
育
て
、
教
育
環
境
の
向
上

と
充
実
。
４
．
地
域
交
流
、

地
域
振
興
の
促
進

平
成
25
年
９
月
議
会

で
、
高
齢
者
や
生
活
弱
者
に

対
す
る
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ

ス
支
援
に
つ
い
て
今
後
、
検

討
す
る
と
さ
れ
た
が
対
応

は
。

商
工
会
を
中
心
に
勉
強

会
と
先
進
事
例
視
察
を
実
施

し
た
。
現
在
、
介
護
予
防
、

日
常
生
活
圏
ニ
ー
ズ
調
査
の

集
計
中
で
あ
り
こ
の
結
果
を

戸坂健一議員

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

国
際
化
の
推
進
に
よ
る

異
文
化
交
流
、
国
際
友
好

都
市
の
締
結
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

健
康
づ
く
り
と
公
園
の

活
用
に
つ
い
て

公
園
の
管
理
に
つ
い
て

鈴木克己議員

を
深
め
る
と
共
に
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
見
据
え
、
セ
ネ
ガ

ル
共
和
国
ス
ポ
ー
ツ
界
と
の

交
流
を
深
め
、
積
極
的
に
事

前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
を
図
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
如
何
で

し
ょ
う
か
。

観
光
面
や
産
業
交
流
で

将
来
的
に
本
市
の
利
益
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、

国
際
武
道
大
学
と
協
議
の
上

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

国
際
化
の
流
れ
に
従
い

海
外
の
都
市
と
異
文
化
交
流

を
図
る
べ
く
、
海
外
の
都
市

と
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
関

係
を
樹
立
す
べ
き
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
漁
協
研
修
な

ど
で
交
流
の
あ
っ
た
セ
ネ
ガ

ル
共
和
国
ル
セ
セ
ン
市
よ
り

勝
浦
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を

締
結
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
発
展
が
見
込
ま

踏
ま
え
支
援
策
等
を
検
討
す

る
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度

の
導
入
を
、
先
進
事
例
を
参

考
と
し
て
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
状
況
は
。

来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
事
業
の
内
容
を
検
討
し

て
い
る
。

公
園
の
設
置
目
的
は
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
の
方
が
多
目
的

に
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
公
園
の
活
用
の

幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
子
供

用
遊
具
だ
け
の
設
置
だ
け
で

は
な
く
、
健
康
増
進
に
活
用

で
き
る
健
康
遊
具
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
提
案
す
る
。

子
供
も
大
人
も
楽
し

め
、
ま
た
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
も
資
す
る
よ
う
な
遊
具

を
今
後
設
置
す
る
よ
う
検
討

す
る
。

　

公
園
だ
け
で
な
く
、
地
域

れ
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中
で

も
、
特
に
平
和
で
発
展
性
の

高
い
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
・
ル

セ
セ
ン
市
と
の
連
携
交
流
を

深
め
、
異
文
化
交
流
を
図
る

こ
と
は
、
勝
浦
市
の
将
来
に

と
っ
て
も
有
益
で
す
。

　
同
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

に
つ
い
て
市
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
近
隣
市
町
村
と
の

連
携
を
前
提
に
、
サ
ー
フ
ィ

ン
大
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
自
治
体
と
の
姉
妹
都

市
提
携
を
検
討
し
て
い
る
。

ル
セ
セ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
す
る
が
、
ル

セ
セ
ン
市
発
展
に
向
け
て
可

能
な
限
り
の
協
力
は
惜
し
ま

な
い
。

の
集
会
場
な
ど
に
設
置
す
る

こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

遊
具
等
点
検
や
管
理
の

状
況
は
。

遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い

る
新
し
い
公
園
２
カ
所
以
外

の
14
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、
28

年
度
に
業
者
委
託
に
よ
る
点

検
を
実
施
し
た
。
パ
ト
ロ
ー

ル
は
年
４
回
以
上
、
草
刈
り

は
お
お
む
ね
年
３
回
実
施
し

て
い
る
。

野
生
動
物
や
山
ビ
ル
生

息
問
題
も
あ
る
が
、
対
応
と

対
策
は
。

今
後
、
侵
入
防
止
対
策

を
検
討
す
る
。
山
ビ
ル
被
害

情
報
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

セネガル共和国から
勝浦市への漁業研修生

興津久保山台の公園
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議会のうごきについて報告します
（平成２９年５月～平成２９年７月まで）

５月　９日
１０日

１２日
１６日
１７日

１９日

２２日

２４日
２９日

６月　１日
　　　２日

  　 ３日 
４日

　　　６日

千葉県南部地区議会道路整備協議会役員会（東金市）
全員協議会
長崎市議会議員行政視察
議会運営委員会
千葉県南部地区議会道路整備協議会総会（東金市）
５月臨時会
議会改革検討委員会・議会報編集委員会・政治倫理
審査会
千葉県自治体病院経営都市議会協議会役員会及び
総会（千葉市）
千葉県南市議会議長会総会（鴨川市）
国民健康保険運営協議会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
市政懇談会
議会運営委員会
勝浦市シルバー人材センター定時総会
勝浦港カツオまつり
みずほ学園まつり
本会議　初日
総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議会改革検討委員会・議会報編集委員会

６月　８日
９日

１２日

１３日
１４日
１６日

１８日
２２日
２６日

２９日
３０日

７月　４日
　　　５日

１１日
２７日

本会議　一般質問
本会議　一般質問
政治倫理審査会
本会議　質疑
議会運営委員会・議会改革検討委員会・政治倫理
審査会・観光振興議員連盟役員会　
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
本会議　最終日
政治倫理審査会・全員協議会・産業厚生常任
委員会・議会報編集委員会・観光振興議員連
盟総会
千葉県消防協会夷隅支部操法大会（御宿町）
芸術文化交流センター運営協議会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会臨時会

（いすみ市）
防犯組合総会
観光振興議員連盟、観光商工課意見交換
外来漁船誘致対策協議会
交通安全協会総会
全員説明会
いすみ鉄道対策協議会（大多喜町）

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　私の将来の夢は、学校の先生になることです。理由は、
勉強をすることが好きだからです。私の好きな教科は、
数学と音楽です。数学は、難しい問題もありますが、そ
の問題が解けると、とてもうれしいです。音楽は、ピア
ノを弾くことが好きです。だから、先生になったら、勉
強だけではなく、音楽も教えられる先生になりたいです。
　今は、そのために勉強をがんばりたいです。中学校では、
部活動と勉強を両立できる中学生になりたいです。そし
て授業中は、積極的に発表したり、先生の話をよく聞く
ことが目標です。
　みんなにやさしくて、明るい先生になれるよう
にがんばりたいと思います。勝浦中学校　１年

木
きむ ら
村　文

あやね
音さん

　「みんなのギカイ」１６２号をお読みいただきありがとうございます。これから２年間新しい議会報編集委員
会メンバーで担当します。
　今後も親しみやすい、わかりやすい議会報を目指して行きたいと考えていますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

議会報編集委員会委員長　　久我　恵子
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